１　阿部典英のすべて
～工作少年、イメージの深海をゆく～
Ten-ei Abe Retrospective

会期：平成24年4月7日(土)～5月6日(日)
会場：北海道立近代美術館　特別展示室
主催：北海道立近代美術館、北海道新聞社
後援：札幌市、札幌市教育委員会
助成：公益財団法人 三菱UFJ信託地域文化財団
協力：JR北海道

　阿部典英は、現在の北海道を代表する美術家のひとりである。1939(昭和14)年、札幌に生まれ、高校時代に独学で美術を志し、恩師に励まされながら書の分野で自由で前衛的な制作に取り組んだ。21歳と22歳の時に全国規模の絵画コンクールに抽象絵画を出品して受賞。その後絵画からレリーフ、そして立体へと作風を変貌させてきた。半世紀を超える創作の歩みは前衛の精神に貫かれ、時代の先端と交差してきたが、実はその原点は少年時代にさかのぼる。
[bookmark: _GoBack]　終戦の1945年から7年間、小学校に入る前から中学生になるまでの多感な少年期を、阿部典英は北海道後志地方の東島牧村(現・島牧村)で過ごした。日本海に面したこの村で、阿部少年は生活のための家事労働を担うとともに、厳しくも恵みゆたかな自然を心に刻み込んだのである。当時親しんだ海の生き物たちは、今も阿部典英にとって最もゆたかなイメージの源泉となっている。また、物が乏しい戦後の時代であったがゆえに、自分の手で生活や遊びの道具を作り出した。こうした工作の原体験は、札幌でゴム長靴会社に勤めて工業的な材料の特性とその扱い方を身につけたこととともに、身近な素材と手法によって立体を生み出すというこの作家ならではの創造性に通じている。
　本展では初期から近年までの代表作とともに、高校時代の書、あふれる心象のイメージを描きとどめた素描、そしてこの展覧会のための新作などを展示した。既成の芸術に対する大胆な反抗と軽やかな遊びの心、力強い造形、そして自らの眼と手で素材とその扱い方を見出すという、もの作りの知恵と楽しさが魅力の阿部典英。その創造の海を深くまで探り、紹介することをねらった。
　会場は大きく年代順の構成とし、本展のための最新作を含む2007年以降の大作3点はホールに展示した。また、著作権者である作家や所蔵者の了解を得て、鑑賞者が自由に写真撮影を楽しめるようにした。

●展示構成
Ⅰ　筆と墨で自由を求めた高校生
Ⅱ　熱い抽象から、木と金属のレリーフへ
Ⅲ　ゴム、アルミ、メッキ、ウレタンのオブジェ
Ⅳ-1　木を彫り作ったMOKUJINとオヨメサン
Ⅳ-2　木のダンナサンが立つ空間
Ⅴ　もっと大きく！―新たな挑戦
Ⅵ　素描―あふれる心象のイメージ
Ⅶ　デザインと遊び

●印刷物
ポスター／B2判
チラシ／A4判
観覧券／縦16.5×横6.5cm
印刷：山藤三陽印刷株式会社
デザイン：泉修次

出品リスト／A3二つ折り
印刷：大同印刷株式会社

●図録
＊一般書店で販売する本として、響文社が発行した。
238×190mm/152ページ
編集：北海道立近代美術館
テキスト：阿部典英「私の原風景」
佐藤友哉「阿部典英、その創造のヒミツ」
保阪正康「阿部典英君と加納先生、そして私」(再録)
秋山祐徳太子「ただものではない典英様」
阿部典英、奥岡茂雄、吉田豪介、佐藤友哉(鼎談)「『ネエ、ダンナサン！』、美術家・阿部典英を語る」
章解説：中村聖司、久米淳之
図版：新規撮影分は、酒井広司
年譜、参考文献：松山聖央
デザイン：北森かん(響文社)
印刷：株式会社東京印書館
発行：株式会社響文社

●作品輸送・展示
日本通運株式会社

●会場造作
株式会社クリエート工房



●関連事業
	[講演会]

	日時：4月14日(土)　午後2時～4時
	

	会場：講堂
	

	演題：トーク&ジョークショー「走るブリキ男と工作少年、大いに語る」
	

	講師：秋山祐徳太子氏(美術家)、阿部典英氏(美術家)
	

	
	

	[オープニング・トーク]

	日時：4月7日(土)　午前9時30分～(約40分)
	

	会場：特別展示室
	

	講師：阿部典英氏
	

	
	

	[ギャラリー・ツアー]

	日時：4月7日(土)、5月5日(土)　各日午後3時～(約40分)
	

	会場：特別展示室
	

	講師：中村聖司(学芸第三課長)、松山聖央(学芸員)
	

	
	

	[ギャラリー・トーク]

	日時：4月21日(土)　午後3時～(約40分)
	

	講師：中村聖司(学芸第三課長)
	

	会場：特別展示室
	

	
	

	[ワークショップ(募集制)]

	日時：4月28日(土)　午後1時30分～4時30分
	

	タイトル：「自由に、グランブルー！～深海を想像して描く～」
	

	講師：阿部典英氏
	

	会場：造形室、2Fロビー
	

	対象：大人から子どもまで
	

	
	

	[オリエンテーション]

	1団体　54名



●主な新聞・雑誌記事等
	新聞

	北海道新聞 　「阿部典英のすべて展」　4月6日(金)道内版　

	　　　　　　　  　「『典英ワールド』に迫る」　4月8日(日)道内版　

	　　　　　　　  　「ほっかいどうアート探訪」(中村聖司)　4月16日(月)道内版

	　　　　　　　　　「美術トーク遊び心満載」　4月19日(木)夕刊・道内版

	　　　　　　　　　「札幌の前衛美術家『阿部典英のすべて』展　4月23日(月)道内版

	オントナ　　　　「インタビュー・美術家阿部典英さん」　4月11日(水)

	朝日新聞　　　「阿部典英さんの活動軌跡たどる」　4月8日(日)道内版

	毎日新聞　　　「現代美術作家の阿部さん作品展」　4月8日(日)道内版

	聖教新聞　　　「名字の言」　5月1日(火)全国版

	新美術新聞 　「阿部典英のすべて展」　4月21日(土)

	　

	雑誌

	オトン　平成24年4月号

	kita:kara　平成24年4月号

	北方圏「新・北の美54―北海道の美術館と作家」(中村聖司)　平成24年春

	地域創造レター　平成24年4月号

	21ACT　1412号　平成24年6月

	　

	TV・ラジオ

	NHKお昼のニュース（道内)　平成24年4月12日(木)

	　

	ウェブサイト

	Youtubeに平成24年4月16日にアップ

	artscape　学芸員レポート平成24年5月1日号「阿部典英のすべて」(鎌田享)

	　



